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第 19回ア メ リカア フ ェ レ シ ス 学会 （ASFA ）印象記
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．・

般演題 は ， 1） Plenary　session ，2） Cytapheresis

Topics、　3）Managenent 　and 　Admillistrative

Topics，4）Therapeutic　Apheresis　L　5） TTP ：

Diagnosis 　and 　Treatl 〕1ellt ，6） Platelet　Collectiol1
，
7）

Observations　 and 　 Investigations，8）Therapeutic

Apheresis　 IIの 各 セ ッ シ ョ ン で 計 70件 （全 て L！頭 ）

の 発表が あ っ た ．以
一
ド， Therapeutic　Apheresis関係

を 中心 に ， 目本で は あ ま り行わ れ て い ない 興味あ る 研

究発表 を中心 に 紹介す る．

　 「大 腸 菌 0 −157 に よ る 食 中 毒 に 対 す る 血 漿交 換」

（AE ．　MorrisOI1ら，イギ リ ス ）；19人 li12 人 が 死亡，

4 人 が 透析 で 血漿交換は有効 な方法 と報告．

　 「免 疫 吸 着 剤
一 Prosorba 」（A ．　 Pineda ら）；

PrOsorba （プ ロ テ イ ン
ーA 吸着 カ ラ ム ）を用 い た重

症慢性関節 リウ マ チ に 対す る多施 設，コ ン トロ
ー

ル 治

験 が行 わ れ て い る．Pracebo （sham ） は遠心 分離 器

で 血漿分 離 し，再 び 血 球
・血漿を合わ せ て 戻す 方法で

行われ て い る．効果 は ， 33％ （Prosorba 群＞vs 　 9％

（sharn 群）で 有為 に 効果が あ る と報告 し て い る．

FDA へ の 申請を計画中との こ と で ， ア メ リカ で 慢性

関節 リウ マ チ に 対 し ア フ ェ レ シ ス が 認可 さ れ る か 否 か ，

非常 に 興味が もた れ る （現在，ITP に 認可 され て い

る ）．

　 phot （）pheresis の 演 題 が 2題 ， 「GVIID の 治 療」

（N ．Nazari ら ）， 「photopheresis の 副 作 用 」 （1．

Sniecinskiら）あ っ た ．　 photopheresjs は ， 日本で は

ほ と ん ど便 用 さ れ て い な い が ，ア メ リカ で は 移植後 の

拒絶反応等 に 対 し，広 く使用 さ れ て い る よ う で あ る．

　 赤 血 球交換 に 関 す る 演題 が 3題，「マ ラ リ ア 亅（T ．

Boyd ら〉，1鎌 状赤 血球 症」 （L，　 Clough ら）， 「ABO

不適合肝移植」 （E ．KlaPper ら）へ の 応用例が報告さ

れ た．

　心 臓関連疾 患 に 対 す る ア フ ェ レ シ ス の 応用 と し て，

高値の anti ・HLA 　antibody を もっ た人 工 心臓及 び生

体心臓移植 患 者 に 血漿 交換 を施行 （D ．Ekland ら 〉，

凝固系 （VII因子）異常 の 人工 心臓移植患者 に 「航漿交

換 を施行 （A ．Bracey ら） が 報告 さ れ た ．

　 日本と ア メ リ カ で
’
は ， 適応疾患や 用 い ら れ て い る機

器 の 違い も あ っ て ， ア メ リ カ で は血液疾患 ， 神経疾患

が多 い の に対 し，日本で 多い 高脂血症 ， 肝不全 ， 慢性

関節 リ ウ マ チ等の報告が ほ と ん どな か っ た．

　輸 而関係 で は， 例年通 り血小板，stem 　cel1 に 関 す

る 発表 が 中心 だ っ た が
， 今 回 は 赤 ll［L球採取 の 報告 も 多

く，赤血球採取 が普及 しつ つ あ る と感 じ られ た．遠心

分離器 の 各 メーカ ー
の 展示 で も赤jf［L球採取装置を中心

に PR し て い る メーカーが 多か っ た．

　 凵本と ア メ リ カ の ア フ ェ レ シ ス 学会 は ，
ほ ぼ 同時期

に 設立 されたが，そ の 歴 史的，医療環境等 の 相違 か ら

内容 が か な り違 っ て 来 て い る．ASFA は，ア フ ェ レ

シ ス 療法 自身 に 注力 し，治療，操作 マ ニ ュ ア ル （学会

製作 ビ デ オ が 販売 さ れ て い る），教 育等 ， 実際 の ア フ

ェ レ シ ス 療法に 必要 な シ ス テ ム が ， 旨く出来て い る よ

う に感 じ ら れ る．
一

方， 凵本に 比 べ
， FDA の 問題 か

ら使用 され て い る機器 ， 特 に膜，吸着剤等 は 限定 さ れ

て お り， 主 と な る 治療対象適応疾患 に 違 い があ る．こ

れ ら 両学会 の 長所 を取 り 入れ る た め，今後両 者の 交流

が もっ とあ っ て も良い の で は な い か と感じ られ た．
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